
復興の進捗状況
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平成30年7月1日

宮城県

公共土木施設災害復旧事業・インフラ関連

この 『復興の進捗状況』は，宮城県が取り組む気仙沼・本吉地域の復旧 ・
復興事業について，その進捗状況等を表したものです。
インフラ施設などの項目については，事業の進捗に応じて，事業の着手段
階における進捗と事業完了段階における進捗の両方を記載しています。「着
手」は，工事請負契約を締結したものを示し，「完成」は工事が完了したもの
を示しています。

項目
（着手・完成箇所数）
／（被災箇所数）

進捗率

被災箇所数：
21か所

被災箇所数：
32か所

50％ 100％

50％ 100％

着手箇所数：21か所
（ H30/6末現在）

着手箇所数：31か所
（ H30/6末現在）

着手箇所数：11か所
（ H30/6末現在）

50％ 100％

100%着手

約19%

完成箇所数：4か所
（ H30/6末現在）

完成

50％ 100％

約97%
着手

50％ 100％

約41%

完成箇所数：13か所
（ H30/6末現在）

完成

100%着手

約36%

完成箇所数：4か所
（ H30/6末現在）

完成

50％ 100％

河川施設
（復旧工事）

海岸保全施設
（復旧工事）

100％

97％

41％

100％

36％

被災箇所数：
11か所

港湾施設
（復旧工事）
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項目
（着手・完成箇所数）
／（被災箇所数）

進捗率

道路・橋梁施設
（復旧工事）

被災箇所数：
道路 111か所
橋梁 12か所

着手 約98%

着手箇所数：121か所
（H30/6末現在）

完成 約82%

完成箇所数：101か所
（ H30/6末現在）

50％

98％

100％

82％

50％ 100％

19％



項目
（営業・稼働事業者数）
／（被災事業者数等）

復旧状況

被災商工業者
の営業状況

商工会議所・商工
会の被災会員数：
1,331会員（H23/3）

うち廃業除く：914会員

約100%

営業継続会員数：
914会員
うち仮復旧中：185会員

（約20%）
（H30/3末現在）

50％ 100％

100％

項目
進捗率

（完了事業者数）
／（交付決定事業者数）

復旧状況

中小企業等
グループ補助金に
よる支援状況

交付決定1,014事業者
（H29/3/31）
※当初交付決定-廃止

約75%
75％

50％ 100％

項目
（現在値）

／（震災前値）
回復状況

観光客入込数

H22年 ３６２万人
50％

79％

100％

約79%

H29年 286万人
（H29年観光統計概要
(速報値）

観光関連経済・商工関連

雇用情勢(H30年4月)【資料出典：ハローワーク気仙沼】

有効求職者数※ １，２９６人
【震災直前(H23.2)：１，７７８人】
【ピーク時(H23.6)：６，３２５人】
※有効求職者：震災による失業者，震災以外の理由による失業者，震災前からの
失業者等

県全体 気仙沼

H23年4月 0.39 0.19

H30年6月 1.57 1.52

公共職業安定所の有効求人倍率（原数値）

宮城県事業復興型雇用創出助成金による雇用創出の取組
期間の定めのない雇用等を行った民間事業主等への支援
実績：804社， 2,767人（延べ数・申請ベース）（H29年2月末）

雇用関連
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完了 756事業者
（H29/3/31）



項目 （着手・完成面積等）
／（復旧対象面積等）

進捗率

農 地
（除塩含む）

復旧対象面積：
約 1,130ha

※年度別復旧計画
H23  120ha H26 115ha
H24  555ha H27 10ha
H25  310ha H28～ 20ha 

50％ 100％

約99%

100％

50％ 100％

着手

完成

100%着手

50％ 100％

完成

園 芸
（園芸用ガラス室・
ハウス復旧面積）

100%

被害面積11.3haのうち
復旧対象面積：約7.5ha 
(H23/3/11)

99％

100％

50％ 100％

100％

農業関連
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農地海岸

50％

99％

対象箇所数：
19箇所

項目
（復旧面積）

／（復旧対象面積）
復旧率

項目
（着手・完成箇所数）
／（被災箇所数）

進捗率

項目
（被災後製品出荷額）
／（被災前製品出荷額） 復旧状況

林道施設

被災箇所数：9か所

治山施設
（山地・海岸）

100%着手

完成

100%着手

100%完成

木材加工工場
の製品出荷額

約117%

H29製品出荷額：
約3.5億円

H22製品出荷額：
約3億円
（主要工場3社）
※震災で生産停止

地域内主要工場
製材工場 ： 3社

主要工場3社について，
全て復旧が完了し，操
業中

林業関連

50％

100％

100％50％

100％50％

50％

50％ 100％

100％

100％

78％

100％

117％

着手面積：
約1,122ha(H30/5末）

完成面積：
約1,115ha(H30/5末）

約99 %

着手箇所数：
19か所 （H30/3末）

100 %

完成箇所数：
19か所(H30/3末）

復旧面積：7.5ha
（H30/3末現在）

100％

被災箇所数：９か所

着手箇所数：
9か所（H30.7.1）

約78%

完成箇所数：
7か所(H30.7.1）

着手箇所数：
9か所（ H30.7.1）

完成箇所数：
9か所(H30.7.1）



項目
（着手・完成箇所数）
／（被災箇所数）

進捗率

項目
（被災後数値）
／（被災前数値）

復旧状況

漁 船

震災前の稼働漁船

隻数： 約3,600隻
(H23/3/11）

約100%

稼働隻数： 3,831隻
（H30/6末）

100％50％

主要魚市場の
水揚状況

H22の水揚金額：
約240億円
（約11万㌧）

(H22/1～H22/12）
主要魚市場
気仙沼，南三陸

約88%

100％50％
H29の水揚金額 ：
約211億円
（約 8.0万㌧）
（H29/1～H29/12）

漁 港
（復旧工事）

100％50％
被災箇所数：558か所

※被災漁港数60港の内，
60漁港に着手。

約92%

着手箇所数：
514か所（H30/3末現在）

着手

約78%

完成箇所数：
435か所(H30/3末現在）

完成

100％50％

92%

78％

100％

88％
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※ 箇所数は県管理漁港と市町管理漁港の合計値

復興に向けた管内の動き水産業関連

廻館工区での田植え(H30.5.27)

農地復旧工事の進捗率は，着手９９％，完成９９％！！

当管内では農地の復旧事業と併せて，農山漁村地域復興基盤
総合整備事業によるほ場整備工事を２地区（１０工区）で進め
ており，３０～５０アールに整備した農地が誕生しています。
気仙沼地区杉ノ下工区（気仙沼市波路上）では，今年５月に

約８haの畑で「南三陸ねぎ」の作付けも始まりました。また，
約２.５haの水田の整備が完了し，東日本大震災後初めてとな
る水稲の作付けが行われました。
南三陸地区廻館工区（南三陸町志津川）では，営農の復旧だ

けでなく，廻館地区営農組合が中心となって田んぼアートを実
施しています。今年も多くの参加者が集まり，稲の種類を変え
て約０.４haの水田いっぱいに「オクトパス君」を描きました。

（気仙沼地方振興事務所農業農村整備部）

杉ノ下工区の水稲・ネギ作付け状況

田植えアート全体図(H30.7.2)



発行：宮城県気仙沼地方振興事務所地方振興部

電話：0226-24-2593 E-mail:kstssss@pref.miyagi.lg.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/ks-tihouken-e/
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気仙沼唐桑産アカザラガイの駅弁を販売！

4月21日から3か月間限定で，JR仙台駅構内の駅弁販売店舗
において気仙沼唐桑産アカザラガイを使った駅弁「復刻 赤皿
貝炊き込み飯」が販売されました。
発売に先立ち，4月19日に宮城復興局（仙台市）においてア

カザラガイ駅弁販売前試食会が開催され，アカザラガイを生産
している宮城県漁業協同組合唐桑支所を始め，株式会社日本レ
ストランエンタプライズ仙台支店，宮城復興局，宮城大学など
の関係者が出席しました。参加者からは，素材それぞれの相性
がよく美味しい，などの声が聞かれました。
この商品は，東日本大震災直後の津波からのがれて残ってい

たアカザラガイを使った「赤皿貝炊き込み飯」を平成23年5月
から3か月限定でJR仙台駅構内において販売されたもので，毎
日「完売御礼」となるなど好評を博していました。今回はその
復刻版として，およそ7,000食を販売しました。（販売価格
（税込）：1,100円）
また，このほかにアカザラガイを使った新たに開発された3

種類のレトルト品も，同店舗で同時販売されています。
（気仙沼地方振興事務所水産漁港部）

宮城オルレ「気仙沼唐桑コース」10月オープン

県では，韓国・済州島発祥のトレッキングコース「宮城オル
レ」について，昨年11月に認定機関となっている社団法人済
州オルレとの間で協定を締結し，九州オルレ，モンゴルオルレ
に続く，世界で３番目の認定に向けた準備を進めてきました。
4月17日に済州オルレ事務局が唐桑を訪れ，最終の審査が行わ
れた結果，「宮城オルレ」のコースの一つとして，気仙沼市唐
桑町内を歩く「気仙沼唐桑コース」が認定され，10月7日に
オープンする予定です。
気仙沼唐桑コースは，唐桑半島の先端に位置する「唐桑半島

ビジターセンター」をスタート地点として，太平洋を一望でき
る海岸沿いの遊歩道や石の浜辺，民家の脇道などを通ります。
コース上には，漁師町の歴史と暮らしを感じさせる小さな神

社や津波石，折石(おれいし)などのビューポイントのほか，桜
やツバキ，ニッコウキスゲなど四季折々の植物も多彩にあり，
唐桑ののどかで自然豊かな雰囲気を満喫できます。

（気仙沼地方振興事務所地方振興部）

コースの最終審査の様子

復刻 赤皿貝炊き込み飯 アカザラガイのレトルト品


